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論文内容の要 b 日
う蝕は，乳歯にも永久歯にもみられる。しかしながら，乳歯に発生するう蝕は，永久歯に比べ
ると，多発生で， しかも歯質の急速な崩壊をきたすことが特徴的である。乙の臨床的事実は一般
に認められ，その理由についてはいろいろ説明されているが，多くは推測の域を脱しない。もと
もと，う蝕は，口腔という特殊な条件下にみられる歯質の複雑な脱灰現象で，酸による単一な脱
灰現象ではない。しかしながら，その様相が酸脱灰のそれと酷似していることもまた事実である。
一方，歯の構造の異常がう蝕の発生と密接な関係にあることは，多くの学者の認めるところであ
る。そこで，著者は，乳歯と永久歯のエナメノレ質について，酸に対する脱灰の様相や構造上の差
異を究めることによって，上述した臨床的事実をある程度解明できるのではあるまいか? また，
かくすることによって，現在なお充分解明されていないう蝕の成り立つ原因や，う蝕の成り立ち
方を究明する一助になりはしないか? などと考えて本研究を企図した。
論文は，二編から成り立っている。前編においては，人乳歯エナメノレ質薄片に弱酸を作用させ，
脱灰の進行状況る軟X線で経時的に観察し，また後編においては，人乳歯エナメノレ質の脱灰薄切
標本を作製し(寺il碕・塩田氏法) ，乳歯エナメノレ質の微細構造を光学顕微鏡で観察し，それらの
成績をそれぞれ永久歯と対比観察した。その結果の主たるものを要的すると，大要つぎのごとく
である。
一般に，乳歯においても永久歯においても，象牙質はエナメノレ質に比してすみやかに脱灰され
るが，象牙質に関する限り，両者の聞にほとんど差異は認められない。しかしながら，乳歯エナ
メル質の脱灰進行状況を永久歯のそれと比較すると，前者はすみやかに脱灰される。ことに脱灰
に際してエナメノレ質表面にみられるいわゆる耐酸層は，乳歯では罪薄であるが，永久歯ではその
層は厚く，増令的にその厚みを増す傾向にある。このことは乳歯う蝕の多発性と直接に関係を有
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するものと考えられる。
つぎに，う蝕の侵入経路として，古くから重要視されている小柱鞘ならびにエナメル葉の発現
頻度は，永久歯に比して乳歯においてその発現頻度が高い。これらは，エナメノレ小柱間の結合状
態が乳歯において不良であることを思わせる。
さらに，歯表面にみられる無柱エナメル質に関して検索した結果，乳歯においてはほとんどす
べての歯にみられ，永久歯よりも広範囲に分布している。乙れは乳歯エナメ Jレ質の並行条が，永
久歯のように規則性で，かっ明瞭にはみられないことを物語るものである。しかしながら，乳歯
において並行条のーっと考えられている新産線は，永久歯の並行条と同じ組織学的特徴を示し，
高度な石灰化層を伴う線条として明らかに認められる。こして，う位m変C進行が一時的に阻止
されることがしばしばみられる。ちなみに，一般に出産前に形成されたエナメル質は，出産後に
形成されたエナメ Jレ質よりも高度に石灰化しているといわれているが，著者が調査した範囲にお
いてはそのような症例はむしろ少なし前者が後者に比して石灰化の程度が低く，う蝕病変が新
産線を越えると，その進行がすみやかになる症例も多かった乙とは注目すべき所見であった。
乙れを要するに，乳歯におけるう蝕の多発生や急進性は，乳歯エナメノレ質の耐酸性や乳歯の組
織構造に大いに左右され，その重要な因子として，永久歯に比して乳歯エナメノレ質表層部の薄い
耐酸層，エナメノレ質の各組成の結合不全を示す巾広い小柱鞘ならびに多発するエナメ Jレ葉，さら
に出産前後のエナメ Jレ質の石灰化の差異などを挙げる乙とができる。
論文の審査結果の要旨
本研究は，乳歯のエナメノレ質について研究したものであるが，従来，推測の域を脱しなかった
乳歯う蝕の多発性と急進性に関して重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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